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日本美術史 ～1300年のアートの旅～
講師用ノート

スライド①　表紙
話す内容
皆さんは、日本美術というと何を思い浮かべますか。
浮世絵でしょうか。それともお寺や仏像でしょうか。
実は、日本美術の歴史は約1万3000年前の縄文時代から始まっています。
今日は約1万3000年という長い時間を、一気に旅してみましょう。
年号を覚えることが目的ではありません。
「その時代の人々は、何を美しいと思い、何を表現したかったのか。」
そんなことを考えながら作品を見ていきましょう。

スライド②　今日のゴール
話す内容
今日の授業では3つのことを意識してください。
一つ目は、日本美術の流れです。
どのように時代が変わり、美術が変化してきたのかを見ていきます。
二つ目は、それぞれの時代ならではの特徴です。
そして三つ目は、日本人は時代ごとに何を美しいと感じてきたのかということです。
最後には、自分が一番好きだと思った時代について考えてもらいます。

スライド③　日本美術を一言でいうと？
話す内容
日本美術を一言で表すなら、
「外国の文化を取り入れながら、日本らしく変化させてきた歴史」
と言えます。
日本は、中国や朝鮮半島、そして明治時代以降はヨーロッパなど、さまざまな国から文化を取り入れてきました。
しかし、そのまま真似をしたのではありません。
日本人の感性に合わせて工夫し、日本独自の美術へと発展させてきました。
これが日本美術の大きな魅力です。


スライド④　縄文時代
話す内容
縄文時代は約1万3000年前から約2400年前まで続きました。
この時代には、世界でも珍しいほど芸術性の高い土器が作られています。
縄文土器には縄目模様や、炎のような大胆な装飾があります。
料理をするだけなら、ここまで複雑な形にする必要はありません。
つまり、人々は「美しくしたい」「神様へ祈りを届けたい」という気持ちを土器に込めていたのではないかと考えられています。
人間は昔から、生活に必要なものだけではなく、美しさも求めていたことが分かります。
生徒への問い
皆さんは、なぜ縄文時代の人々は、ここまで手間をかけて模様を付けたと思いますか。

図版①
火焔型土器（かえんがたどき）
新潟県で多く発見された縄文土器です。
炎が燃え上がるような大胆な形から、この名前が付けられました。
国宝にも指定されており、世界的にも非常に珍しいデザインです。

図版②
縄文土器（じょうもんどき）
縄を転がして付けた模様が特徴です。
「縄文」という名前は、この縄目模様から付けられました。
世界最古級の土器としても知られています。

図版③
土偶（どぐう）
土で作られた人形です。
女性の姿を表したものが多く、豊作や安産などを願う祈りの道具だったと考えられています。



スライド⑤　弥生時代
話す内容
弥生時代になると、日本では稲作が始まります。
生活が大きく変わり、美術にもその変化が現れます。
縄文土器と比べると、弥生土器はとてもシンプルです。
装飾は少なく、薄くて使いやすい形になりました。
つまり、この時代は「美しさ」よりも「実用性」が重視されるようになったことが分かります。
暮らしが変わると、美術も変わるということがよく分かる時代です。
生徒への問い
皆さんは、縄文土器と弥生土器では、どちらに魅力を感じますか。
また、その理由も考えてみましょう。

図版①
弥生土器（やよいどき）
縄文土器よりも薄く軽く作られています。
米を炊いたり保存したりするため、実用性が重視されました。

図版②
銅鐸（どうたく）
青銅で作られた祭りの道具です。
豊作を願う儀式などで使われたと考えられています。
現在でも全国で約500個以上見つかっています。






スライド⑥　飛鳥・奈良時代
テーマ：仏教の伝来と美術の発展
話す内容
飛鳥時代になると、日本に仏教が伝わります。
それまでの日本では自然や祖先を大切にする信仰が中心でしたが、新しく仏教という文化が入ってきたことで、美術も大きく変化しました。
仏像やお寺がたくさん造られるようになり、中国や朝鮮半島から新しい技術やデザインも伝わりました。
奈良時代になると、国家の力で大きなお寺や仏像が造られるようになります。
つまり、この時代の美術は「国を守るため」「人々の幸せを願うため」の美術だったと言えます。
生徒への問い
今でもお寺や神社へ行くと心が落ち着くことがありますね。
皆さんは、美術には人の心を落ち着かせる力があると思いますか。

図版①
法隆寺（ほうりゅうじ）
奈良県にある世界最古級の木造建築です。
聖徳太子ゆかりのお寺として知られています。
1400年以上前の建物が今も残っています。
見るポイント
· 屋根の曲線 
· 木の組み方 
· 左右のバランス 

図版②
百済観音（くだらかんのん）
法隆寺にある美しい観音像です。
すらりと伸びた姿が特徴で、飛鳥時代らしい優雅さがあります。
見るポイント
· 細長い体 
· 優しい表情 
· 指先まで美しい形 

図版③
東大寺大仏（とうだいじだいぶつ）
奈良の大仏として有名です。
高さは約15メートル。
当時の日本人の技術力の高さが分かります。
国家の平和を願って造られました。

豆知識
奈良の大仏は何度も火災で焼けています。
現在見られる部分の多くは、後の時代に修復されたものです。



スライド⑦　平安時代
テーマ：日本らしい文化の誕生
話す内容
平安時代になると、日本独自の文化が大きく発展します。
それまで中国文化を学んできた日本ですが、この頃から「日本らしさ」を大切にするようになります。
かな文字が生まれ、『源氏物語』や『枕草子』など、日本を代表する文学も生まれました。
絵画では「やまと絵」という日本独自の表現が発達します。
四季や自然、人々の暮らしなど、日本ならではの美しさを描くようになりました。
生徒への問い
皆さんが思う「日本らしい美しさ」とは何でしょう。
春の桜でしょうか。
秋の紅葉でしょうか。
静かな庭でしょうか。

図版①
源氏物語絵巻（げんじものがたりえまき）
日本最古の絵巻物です。
絵と文章で物語を表現しています。
人物の表情だけでなく、部屋や庭なども細かく描かれています。

図版②
平等院鳳凰堂（びょうどういんほうおうどう）
京都府宇治市にあります。
10円玉にも描かれている建物です。
極楽浄土をこの世に表現した建築と言われています。

図版③
やまと絵（やまとえ）
日本の自然や宮廷生活を描いた絵画です。
四季を大切にする日本人らしい感性が表れています。

豆知識
「やまと」とは昔の日本の呼び名です。
つまり「やまと絵」は「日本の絵」という意味です。



スライド⑧　鎌倉時代
テーマ：武士の時代とリアルな表現
話す内容
鎌倉時代になると武士が政治の中心になります。
美術もそれまでの優雅さから、力強くリアルな表現へ変わりました。
筋肉や血管まで細かく彫られた仏像は、今にも動き出しそうです。
これは「本物らしく見せる」という新しい美しさが生まれたことを意味しています。

生徒への問い
皆さんは、アニメでもリアルな絵とデフォルメされた絵がありますね。
どちらの方が好きですか。

図版①
運慶（うんけい）
鎌倉時代を代表する仏師です。
迫力ある仏像を数多く制作しました。

図版②
快慶（かいけい）
運慶と並ぶ有名な仏師です。
運慶よりも優しく美しい表現が特徴です。

図版③
金剛力士像（こんごうりきしぞう）
東大寺南大門に立つ二体の巨大な像です。
高さは約8メートル。
筋肉や血管までリアルに表現されています。

豆知識
この二体は約70日という短期間で完成したと言われています。



スライド⑨　室町時代
テーマ：禅と水墨画
話す内容
室町時代には禅宗が広まりました。
禅では「静けさ」「無駄をなくすこと」を大切にします。
その考え方が美術にも表れ、水墨画や石庭が生まれました。
墨一色でも豊かな自然を表現できることに驚かされます。
そして、何も描いていない余白にも意味があります。
日本独特の「間（ま）の美しさ」です。

生徒への問い
皆さんは、全部描いてある絵と、余白の多い絵ではどちらに魅力を感じますか。

図版①
雪舟（せっしゅう）
日本を代表する水墨画家です。
中国へ渡り、本格的に水墨画を学びました。

図版②
秋冬山水図（しゅうとうさんすいず）
墨だけで山や川を描いた代表作です。
遠くまで続く空気感まで表現されています。

図版③
龍安寺石庭（りょうあんじせきてい）
石と砂だけで作られた庭です。
見る人によって感じ方が違います。

豆知識
龍安寺の石庭は、どこから見ても15個の石を同時に見ることはできません。



スライド⑩　桃山時代
テーマ：豪華絢爛な美術
話す内容
戦国時代が終わり、織田信長や豊臣秀吉の時代になります。
権力者たちは、自分たちの力を見せるために豪華な美術を求めました。
金箔を使った屏風や襖絵が数多く制作されます。
それまでの静かな美術とは対照的に、「豪華さ」「迫力」が美しさとなりました。

生徒への問い
皆さんなら、豪華な金色の部屋と、木のぬくもりがある落ち着いた部屋、どちらで過ごしたいですか。

図版①
狩野永徳（かのうえいとく）
桃山時代を代表する絵師です。
権力者の城を飾る巨大な屏風を数多く描きました。

図版②
唐獅子図屏風（からじしずびょうぶ）
金箔の背景に大きな獅子が描かれています。
豊臣秀吉の時代を象徴する作品です。

図版③
金屏風（きんびょうぶ）
金箔は光を反射するため、部屋全体が明るく豪華に見えます。
当時は権力や富の象徴でもありました。

豆知識
狩野派は約400年も続いた、日本最大の絵師集団でした。




スライド⑪　江戸時代
テーマ：庶民のアート「浮世絵」の誕生
話す内容
江戸時代になると、戦のない平和な時代が約260年間続きました。
経済が発展し、町人文化が栄えます。
それまで美術は、お寺や武士など限られた人のものでしたが、この時代になると、庶民も美術を楽しめるようになります。
その代表が浮世絵です。
浮世絵は木版画で作られるため、同じ作品を何枚も印刷することができました。
歌舞伎役者や美しい女性、名所や風景などが描かれ、多くの人が手に入れられる「大衆のアート」となりました。
さらに、江戸時代の浮世絵は19世紀にヨーロッパへ渡り、ゴッホやモネなど印象派の画家たちに大きな影響を与えました。
つまり、日本の美術が世界の美術を変えた時代でもあります。

生徒への問い
皆さんは、浮世絵は現代でいうと何に似ていると思いますか。
雑誌でしょうか。
ポスターでしょうか。
SNSでしょうか。
理由も考えてみましょう。

図版①
葛飾北斎（かつしか ほくさい）
江戸時代を代表する浮世絵師です。
90歳近くまで絵を描き続け、
「あと10年生きれば、本当の絵描きになれる」
という言葉を残しています。

神奈川沖浪裏（かながわおき なみうら）
『富嶽三十六景』の一枚です。
大きな波と、その奥に小さく見える富士山との対比が印象的です。
世界で最も有名な日本美術作品の一つです。
見るポイント
・波の迫力
・小さく見える富士山
・船に乗る人々



図版②
歌川広重（うたがわ ひろしげ）
風景画の名人です。
『東海道五十三次』では、旅をする人々や四季の風景を描きました。
見るポイント
・空の色
・雨や雪の表現
・季節感

図版③
喜多川歌麿（きたがわ うたまろ）
美人画で有名な浮世絵師です。
当時の流行や髪型、着物なども知ることができます。

豆知識
ゴッホは北斎や広重の浮世絵を何百枚も集め、自分の作品にも取り入れました。



スライド⑫　明治時代
テーマ：西洋美術との出会い
話す内容
明治時代になると、日本は海外との交流を始めます。
ヨーロッパから油絵や遠近法、光と影の描き方など、新しい技術が入ってきました。
しかし、日本人は西洋美術をそのまま真似したのではありません。
日本画も大切に守りながら、洋画も発展させました。
現在の日本の美術教育は、この頃に形づくられたものが多くあります。

生徒への問い
もし皆さんが明治時代の画家だったら、
日本画を描きますか。
それとも油絵を描きますか。

図版①
高橋由一（たかはし ゆいち）
日本で最初の本格的な洋画家の一人です。

鮭（さけ）
本物そっくりに描かれた鮭の絵です。
当時の人々は、そのリアルさに驚きました。
見るポイント
・光の表現
・質感
・本物らしさ

図版②
黒田清輝（くろだ せいき）
日本近代洋画の父と呼ばれています。

湖畔（こはん）
自然の光や空気まで感じられる作品です。
日本人らしい優しい色彩も特徴です。

豆知識
現在の東京藝術大学の基礎を築いた画家の一人でもあります。



スライド⑬　現代アート
テーマ：表現は自由
話す内容
現代では、「これが美術です」という決まりはありません。
絵画だけではなく、写真、映像、立体作品、デジタルアートなど、さまざまな表現があります。
現代アートでは、「何を描くか」だけではなく、「何を伝えたいのか」がとても大切になります。
日本の現代アーティストは世界でも高く評価されています。

生徒への問い
皆さんなら、
どんなテーマで作品を作ってみたいですか。
今の社会でしょうか。
自分の気持ちでしょうか。
自然でしょうか。

図版①
草間彌生（くさま やよい）
水玉模様で世界的に有名なアーティストです。
幼い頃から見えていた幻覚体験を作品に表現しています。
見るポイント
・水玉
・繰り返し
・空間全体

図版②
村上隆（むらかみ たかし）
アニメやマンガ文化をアートへ取り入れました。
「スーパーフラット」という考え方を提唱しています。

図版③
奈良美智（なら よしとも）
少し怒ったような表情の子どもの絵で有名です。
かわいらしさと強さが共存しています。

豆知識
草間彌生美術館には世界中から多くの観光客が訪れます。



スライド⑭　まとめ
話す内容
今日は、日本美術約1万3000年の歴史を見てきました。
振り返ると、
縄文では「生命の力」
飛鳥・奈良では「祈り」
平安では「日本らしさ」
鎌倉では「リアル」
室町では「静けさ」
桃山では「豪華さ」
江戸では「庶民の楽しみ」
明治では「西洋との出会い」
現代では「自由な表現」
へと変化してきました。


縄文：土の赤茶色
飛鳥・奈良：金色と朱色
平安：やわらかな日本の伝統色
室町：墨の濃淡
桃山：金箔の輝き
江戸：藍色（ジャパンブルー）
明治：油絵ならではの光
現代：作家ごとの自由な色彩

しかし、どの時代にも共通していることがあります。
それは、
「人の心を動かしたい」
という願いです。
これから皆さんが作品を作るときも、
「上手に描く」だけではなく、
「何を伝えたいか」
を大切にしてください。



スライド⑮　振り返り
話す内容
最後に今日の授業を振り返ります。
正解はありません。
自分が感じたことを大切にしてください。

振り返り①
今日、一番印象に残った作品は何ですか。

振り返り②
その作品は、なぜ心に残りましたか。
色でしょうか。
形でしょうか。
時代背景でしょうか。

振り返り③
もし自分が日本美術の歴史の中で一人の芸術家になれるとしたら、
どの時代を選びますか。
そして、どんな作品を作ってみたいですか。

授業の締めくくり
「美術史は、昔の作品を覚える勉強ではありません。
その時代を生きた人たちが、何を感じ、何を願い、何を美しいと思ったのかを知る学びです。
そして、その歴史は今も続いています。
皆さんも今日から、その歴史をつないでいく一人の表現者です。」


